
 

 

１．食品衛生法（抜粋） 

(昭和二十二年十二月二十四日) 

(法律第二百三十三号) 

 

第四条  

（略） 

④ この法律で器具とは、飲食器、割ぽう具その他食品又は添加物

の採取、製造、加工、調理、貯蔵、運搬、陳列、授受又は摂取の用

に供され、かつ、食品又は添加物に直接接触する機械、器具その他

の物をいう。ただし、農業及び水産業における食品の採取の用に供

される機械、器具その他の物は、これを含まない。 

⑤ この法律で容器包装とは、食品又は添加物を入れ、又は包んで

いる物で、食品又は添加物を授受する場合そのままで引き渡すもの

をいう。 

 

第十一条 厚生労働大臣は、公衆衛生の見地から、薬事・食品衛生

審議会の意見を聴いて、販売の用に供する食品若しくは添加物の製

造、加工、使用、調理若しくは保存の方法につき基準を定め、又は

販売の用に供する食品若しくは添加物の成分につき規格を定める

ことができる。 

② 前項の規定により基準又は規格が定められたときは、その基準に

合わない方法により食品若しくは添加物を製造し、加工し、使用

し、調理し、若しくは保存し、その基準に合わない方法による食

品若しくは添加物を販売し、若しくは輸入し、又はその規格に合

わない食品若しくは添加物を製造し、輸入し、加工し、使用し、

調理し、保存し、若しくは販売してはならない。 

 

第十八条 厚生労働大臣は、公衆衛生の見地から、薬事・食品衛生

審議会の意見を聴いて、販売の用に供し、若しくは営業上使用する

器具若しくは容器包装若しくはこれらの原材料につき規格を定め、

又はこれらの製造方法につき基準を定めることができる。 

② 前項の規定により規格又は基準が定められたときは、その規格に

合わない器具若しくは容器包装を販売し、販売の用に供するため

に製造し、若しくは輸入し、若しくは営業上使用し、その規格に



合わない原材料を使用し、又はその基準に合わない方法により器

具若しくは容器包装を製造してはならない。 

第六十二条 第六条、第八条、第十条、第十一条、第十六条から第

二十条まで、第二十五条から第五十六条まで及び第五十八条から第

六十条までの規定は、乳幼児が接触することによりその健康を損な

うおそれがあるものとして厚生労働大臣の指定するおもちやにつ

いて、これを準用する。（以下略） 

② 第六条及び第十一条の規定は、洗浄剤であつて野菜若しくは果

実又は飲食器の洗浄の用に供されるものについて準用する。 

 

２．食品衛生法施行規則（抜粋） 

(昭和二十三年七月十三日) 

(厚生省令第二十三号) 

 

第七十八条 法第六十二条第一項に規定するおもちやは、次のとお

りとする。 

一 紙、木、竹、ゴム、革、セルロイド、合成樹脂、金属又は陶製

のもので、乳幼児が口に接触することをその本質とするおもちや 

二 ほおずき 

三 うつし絵、折り紙、つみき 

四 次に掲げるおもちやであつて、ゴム、合成樹脂又は金属製のも

の 

起き上がり、おめん、がらがら、電話がん具、動物がん具、人

形、粘土、乗物がん具(ぜんまい式及び電動式のものを除く。)、

風船、ブロツクがん具、ボール、ままごと用具 

 

 


